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1.はじめに














































2018 年 11 月 30 日受付









史的研究（佐藤 2002, 阪本 2008，田島 2017 他），
②複数の個別雑誌のエピソードを積み重ねた雑誌










































標』によれば 2006 年の 3,652 点をピークとして
いる。『年鑑』では 1952 年を 1 とすると図表１



















本稿では後述するように 2004 年と 2017 年の印
刷証明付部数で，発行部数区分別総発行部数の推




















が前面に出たものも多く，日清（1894 年〜 1895 年）
戦争のころでもせいぜい 1 万部台だったが（印刷
学会 2007: 25 朝倉・稲村 1965: 646-7），1895 年に
創刊された『太陽』は幅広い読者の嗜好を汲んで
毎号 10 万部弱を発行するようになった（上野
2007: 252-4）。日露戦争（1904 年〜 1905 年）後は
出版社が急増し発行部数も増した（印刷学会
2007: 25）。委託販売制を採用した（3）『婦人世界』
は明治末の 1909 年には毎号 10 万部を超えた（浜
崎 2004: 79）。大正時代になると，婦人誌が 20 万
部以上を発行することもあり（佐藤 2002: 10）マ
ス雑誌化していった。1925 年 1 月号で創刊した
大衆娯楽誌の『キング』は 2 年後には 100 万部を
超えた。戦争景気を背景として 1930 年代後半か
らは雑誌も急激に売上を伸ばし（同 : 332-3），

















る。1920 年の第一回国勢調査で 5,596 万人だった
総人口は雑誌のピークとほぼ同じ時期の 1995 年
には 12,557 万人に増加し，15 歳から 64 歳までの
生産年齢人口も，同年 8,717 万人でピークに達す
る（5）。総人口の増加だけでなく，初等教育の普及
で明治中期には識字率が 5 割程度（6）となり（Ito 
2000），庶民の教養レベルも高まり読書人口も増
えたと推測できる。第二次世界大戦後は 1949 年
で 30.3% だった雑誌読書率は，1950 年代半ばに
は 70％台に跳ね上がる（図表 2）（毎日新聞社
1977: 60-61）。読書時間も継続的な統計がある














































れられがちな分野だが，1973 年 1 月号の『小学





























































































































インターネットの個人利用率は 2002 年に 50% を
超えた（17）。携帯電話からメールやウェブ閲覧な
どのインターネット・サービスを使えるようにし
















の 7 区分での調査によれば，これら全体の 1 日の
メディア接触時間は，2006 年の 335.2 分から
2017 年の 378 分と増えている。だが，雑誌は，




たのが，日本では 2008 年に発売された iPhone













2004 年に 2,994,897 部だった『週刊少年ジャン
プ』が 2017 年には 1,903,542 部に，また『週刊少

























ものまで含めると約 14,000 点あり，ここに PR
誌や社内報，個人誌などを含めるとさらに増える。
『年鑑』と『指標』では，それぞれ 2016 年で
3,589 点と 2,977 誌である。　
流通の観点が反映されている『指標』での約
3,000 誌は 1991 年以降，図表 6 のように大衆分
野は銘柄数の増減に 4 ポイント程度の幅で同期し
ているが，比率が 9% 以内の 9 分野では大きな変
動はない。増減が目立っているのは，趣味分野と
専門分野である。2016 年では，趣味分野は 7 下













年では発行部数は 0.78，銘柄数は 1.12，2016 年
では発行部数は 0.44，銘柄数は 0.91 となる。発
行部数が落ちたにもかかわらず銘柄数は増加する
時期もあり，1996 年と 2016 年を比較しても，発









れ，2017 年では図表 7 のように 539 誌を 101 に
分類している（21）。例として，2004 年には 44 誌
が１ジャンルにまとめられていた女性ヤングアダ
ルト誌は，2017 年には 7 ジャンルの下位項目が
設けられ，ファッション・総合 5 誌，エレガンス・
ハイクオリティ 1 誌，モード 4 誌，モード（海外
提携誌）5 誌，キャリア 5 誌，生き方 1 誌，ライ










































































































































































































































































当であるが，ABC 考査を受けているのは 2018 年






在では 1 月 1 日〜 3 月 31 日，4 月 1 日〜 6 月 30 日，
7 月 1 日〜 9 月 30 日，10 月 1 日〜 12 月 31 日の




ータ』2004 年版（2003 年 9 月から 2004 年 8 月
までの数値）と 2018 年版（2016 年 10 月から





部数を開示しているのは 61% の 400 誌，また
2018 年版『マガジンデータ』は 539 誌を掲載し
ていて，そのなかで印刷証明付部数を開示してい
るのは 58% の 315 誌である。算出方法は後述す
るが，これら印刷証明付部数が開示されている雑
誌の年間総発行部数は，2004 年で 186,328 万部，
2017 年 81,804 万部である。これに対して，コミ
ックスとムックを除いた『指標』での雑誌総発行




（25）， 実 際 に は 2004 年 は 325,619 万 部 ÷ 0.9 ＝
361,799 万 部，2017 年 は 138,298 万 部 ÷ 0.9 ＝
153,664 万部程度となる。したがって，印刷証明
付部数を開示している雑誌の発行市場占有率は，
概算ではあるが 2004 年で約 52%，2017 年で約







示している雑誌を，1 万未満，1 万部から 2 万部
未満，2 万部から 3 万部未満，3 万部から 4 万部
未満，4 万部から 5 万部未満，5 万部から 10 万
部未満，10 万部から 15 万部未満，15 万部から
20 万部未満，20 万部から 30 万部未満，30 万部
から 40 万部未満，40 万部から 50 万部未満，50
万部から 60 万部未満，60 万部から 70 万部未満，
70万部から80万部未満，80万部から90万部未満，
100 万部から 150 万部未満，150 万部から 200 万








誌は月刊として，10 万部〜 15 万部未満の年 4 〜
６回発行の１誌は季刊として，20 万部〜 30 万部
未満の年 5 回発行の 1 誌は季刊としてカウントし
た。2017 年では，3 万部〜 4 万部未満の年 4 〜
６回発行の 1 誌は季刊として，4 万部〜 5 万部未
満の年 10 回発行の 1 誌は月刊として，5 万部〜
10 万部未満の年 10 回発行の 1 誌は月刊として，
年 5 回発行の 1 誌は季刊として，15 万部〜 20 万
部未満の年 8 回発行の 1 誌は月刊としてカウント
した。




月 2 回刊誌数× 23+ 月刊誌数× 12+ 隔月刊誌数
× 6+ 季刊誌数× 4）×それぞれの部数区分の中
間値，また 2017 年は，発行部数区分別総発行部
数＝（週刊誌数× 48.7+ 月 2 回刊誌数× 23+ 月
刊誌数× 12+ 隔月刊誌数× 6+ 季刊誌数× 4）×
それぞれの部数区分の中間値である。週刊誌数の














ときには図表 8 の 5 万部未満の区分をひとまとめ
にした。
発行部数区分ごとの雑誌銘柄数の比率を 2004
年と 2017 年とで比較すると図表 9 のように , 2004
図表 8　発行部数区分別銘柄数と総発行部数






















































































































































































































両年とも 5 万部から 10 万部未満の区分をピーク
とした右肩下がりのおおよそ同じような分布を示
している。ただし 2004 年と 2017 年で銘柄実数を
比較すると，部数が大きくなるほど減少幅も拡大
する。すなわち , 20 万部未満の銘柄では 280 誌か
ら 273 誌（98％）なのにたいし , 20 万部以上は
120 誌から 42 誌（35％）へ , そのうちの 50 万部
以上では , 35 誌から 7 誌（20％）へと減少してい
る。
一方 , 図表 10 でわかるように , 20 万部未満ま
では 2004 年でも 2017 年でも各発行部数区分での
総発行部数はそれほどかわらないが , 楕円部分で
示した 20 万部以上の部数区分では 2004 年が
2017 年を大幅に上回っている。2004 年の印刷証
明付部数が開示されている雑誌の総発行部数は
2017 年の 2.28 倍あるが , その大きな発行部数を
支えていたのはこの楕円で示した 20 万部から
300 万部の大部数マス雑誌だった。2004 年では




マス雑誌市場からなる 2 重構造であった。だが , 
その後 2004 年から 2017 年にかけて 20 万部未満
のニッチ雑誌銘柄全体では 96％の発行部数を保
っているのにたいして , マス雑誌は大幅に下げ 20
万部以上では 33％ , そのうちの 50 万部以上では
22％となった（26）。
以上のように , 雑誌売上全盛期に近い 2004 年
の雑誌市場はニッチ雑誌市場とマス雑誌市場が重
なった 2 重構造で , 雑誌市場総体の売上は少数の
マス雑誌群が支えていた。だがその後 , マス雑誌
市場がニッチ雑誌市場にくらべて大幅に縮小した
ために，2017 年にはこの 2 重構造は目立たなく
なっている。
本稿の量的分析は 2004 年以前にはおよばない















あったこと , そして近年その 2 重構造が崩れて目
立たなくなっていることを示した。ここで言う 2




























































1945 → 2000』では，1997 年の雑誌銘柄数を 4,459 点
としている。1993 年だけ特異的に雑誌点数が落ち込
んでいるが，これは校正ミスによる誤植とおもわれる。









（6）Ito（2000）は多様な資料を駆使して 1832 年から 1900
年まで，年ごとの「非識字率」の国際間比較をしてい







（9）1973 年 1 月号の『小学一年生』の発行部数は歴代最
高の 128 万部（小学館 2018: 96）。この年度の小学 1
年生の数は約 167 万人。学研の『○年の学習』『○年












（12）朝日新聞（2018.4.2）には 1988 年に 161 万部でピー
クとある。だだし，これは 1987 年末発行 1988 年 1 月
号のこと。日本大百科辞典（https://kotobank.jp/




（13）1994 年年末発売の 1995 年 3・4 合併号
（14）『マガジンデータ』（2018）によれば，『Precious』の
印刷証明付部数は 57,458 部，『LEON』は同 77,917 部。
『GOETHE』は公称部数で７万部。
（15）『JJ』『CanCam』『ViVi』『Ray』は 2004 年から 2017
年でそれぞれ，512,375 部から 128,767 部，513,750 部
から 123,583 部，480,417 部から 173,167 部，236,525
部から 87,908 部へとニッチマガジンにポジションを
変えている。ただし，『CanCam』は 2017 年で電子雑
誌 の 閲 覧 が 553 万 UU と 増 え て い る（https://


















（21）2006 年以降，日本雑誌協会，日本 ABC 協会でジャ







数は 138,298 万冊＝雑誌推定発行部数 205,453 万冊−ム
ック発行部数 19,308 万冊−コミックス推定出回り部数
47,847 万冊。同じく 2004 年の雑誌推定発行部数 325,619
万冊＝雑誌推定発行部数 420,762 万冊−ムック発行部数
23,190 万冊−コミックス推定出回り部数 71,953 万冊。
ただし，コミックスは元資料の制約で，コミックス推
定出回り部数（雑誌扱い・書籍扱い合計）となる。雑








2017 年で 8,554 点で販売金額は 816 億円である。紙の
マンガ市場は 2,583 億円で，そのうちコミック誌（マ
ンガ雑誌）は 225 点で売上は 917 億円である。コミッ
クスは新刊 12,461 点のうち 77％の 9,608 点が，また












（26）20 万部未満の雑誌銘柄の総発行部数は 2004 年で
33,485 万部 , 2017 年で 32,021 万部。20 万部以上の総
発行部数は 2004 年で 152,843 万部 , 2017 年で 49,784
万部。そのうち , 50 万部以上は 2004 年で 101,344 万
部 , 2017 年で 21,818 万部。
（27）インプレス（2018）によれば 2017 年で 315 億円，『指
標』によれば 2017 年で 214 億円と統計の取り方で差
がある。インプレスの統計値については，批判的な見






Y. Ito, Historical Comparisons of the Degrees of 
“Johoka”（“Informization”） Keio Communication 




出版部 , 2007 年
インプレス総合研究所『電子書籍ビジネス調査報告書』










『出版研究』日本出版学会 , 1998 






椎根和『popeye 物語』新潮社 , 2008
塩澤実信『戦後出版史』 論創社 , 2010
清水一彦「「若者の読書離れ」という“常識”の構成と受容」
『出版研究』日本出版学会 , 2014
————「" みゆき族 " の社会的記憶変容における ,『平凡




出版ニュース社編『出版データブック改訂版 1945 → 2000』
出版ニュース社 , 2002
主婦の友社『主婦の友社八十年史』主婦の友社 , 1996
小学館編『学年誌が伝えた子ども文化史［昭和 40 〜 49 年
編］』小学館 , 2018 年
高木利弘「『電子書籍ビジネス調査報告書 2018』を分析す
る」『出版ニュース』出版ニュース社 , 2018.8. 下旬号
田島悠来『「アイドル」のメディア史』森話社 , 2017
蔡 星慧『出版産業の変遷と書籍出版流通 増補版 』出版メ
ディアパル , 2012





NHK 出版 , 2018
毎日新聞社編『読書世論調査 30 年』毎日新聞社 , 1977
マガジンハウス『創造の四十年』マガジンハウス , 1985






電 通「 広 告 景 気 年 表 」http://www.dentsu.co . jp/
knowledge/ad_nenpyo.html
※本稿で参照した url は 2018 年 9 月 17 日に確認した。

